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七
瀬
排
水
路
（
和
歌
山

市
）
の
地
下
水
路
掘
進
工

事
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

川
永
団
地
近
隣
に
お
住
ま

い
の
方
々
を
対
象
に
、
6

月
16
日
（
日
）
に
工
事
見

学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
掘
進
機
械
や

新
設
す
る
直
径
２
ｍ
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
管
が
展
示
さ

れ
、
参
加
者
の
方
々
に
推

進
管
の
大
き
さ
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
テ
ン
ト

で
は
、
事
業
所
担
当
者
が

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
、

排
水
対
策
に
対
す
る
積
極
的
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
い
い
工
事
を

や
っ
て
も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
。

安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
、
早
く

完
成
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
多
く

の
方
に
本
事
業
へ
の
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
溝
支
線
水
路

阪
和
自
動
車
道
沿
い
に
あ
る

新
溝
支
線
水
路
（
和
歌
山
市
）

の
改
修
工
事
を
、
平
成
28
年
度

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
工

事
に
よ
り
、
新
た
に
排
水
専
用

水
路
を
設
置
し
、
洪
水
時
に
本

水
路
か
ら
和
田
川
へ
ス
ム
ー
ズ

に
排
水
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
和
歌
山
南
ス
マ
ー

トIC

付
近
の
区
間
に
お
い
て
、

道
路
下
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
水
路
を
設
置
す
る
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、

施
工
区
間
の
里
道
を
通
行
止
め

（
左
図
参
照
）
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新
溝
支
線
水
路
の
工
事
は
、

令
和
２
年
度
以
降
も
引
き
続
き

実
施
予
定
で
す
。

県
農
業
農
村
整
備
課
で
は
、
農
業
水
利

施
設
の
老
朽
化
対
策
、
管
理
の
合
理
化
・

高
度
化
対
策
、
農
地
集
積
を
促
進
す
る
ほ

場
整
備
な
ど
生
産
基
盤
整
備
の
ほ
か
、
た

め
池
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
農
村
地
域
の

防
災
減
災
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
近
年
、
頻
発
す
る
豪
雨
に
よ

り
、
紀
の
川
水
系
の
多
く
の
地
域
に
お
い

て
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

紀
の
川
水
系
で
は
農
業
用
排
水
路
に
地

区
内
排
水
が
流
入
、
そ
れ
が
中
小
河
川
へ

導
水
さ
れ
、
紀
の
川
へ
流
入
す
る
地
域
的

な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
和

歌
山
県
は
平
地
が
少
な
く
水
田
地
帯
の
開

発
が
進
み
混
住
化
が
進
展
、
地
区
内
排
水

の
農
業
用
排
水
路
へ
の
負
荷
は
増
加
し
、

各
所
で
溢
水
等
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
紀
の
川
水
系
の
浸
水
対
策
は
本
県

の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
交
省
に
よ
る
紀
の
川
本

川
整
備
、
県
が
実
施
す
る
中
小
河
川
整
備
、

農
林
水
産
省
に
実
施
い
た
だ
い
て
い
る
農

業
用
排
水
路
の
溢
水
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
総
動
員
し
浸
水
被
害
の
軽
減

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
本
県
に
お
い
て
国
営
総
合

農
地
防
災
事
業
和
歌
山
平
野
地
区
は
浸
水

対
策
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、

国
営
事
業
に
関
連
し
た
地
区
で
の
排
水
対

策
事
業
に
も
並
行
し
て
取
り
組
む
な
ど
、

県
内
で
の
注
目
度
も
高
い
事
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
国
土
強
靱
化
の
実
現
、
地

域
の
安
全
・
安
心
度
の
向
上
な
ど
事
業
効

果
の
早
期
発
現
を
期
待
し
、
県
農
林
水
産

部
農
業
農
村
整
備
課
を
は
じ
め
、
県
出
先

機
関
で
あ
る
海
草
・
那
賀
振
興
局
に
国
営

事
業
担
当
者
を
配
置
、
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
末
に
全
区
間
で
工

事
が
完
了
し
た
高
川
排
水
路
（
和

歌
山
市
）
、
岡
田
排
水
路
（
紀
の

川
市
、
岩
出
市
）
に
つ
い
て
、
施

設
管
理
者
を
対
象
に
施
設
操
作
説

明
会
を
開
催
し
、
関
係
施
設
の
引

渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
事
業
所
よ
り
本

事
業
及
び
工
事
の
概
要
や
地
域
排

水
の
軽
減
効
果
に
つ
い
て
、
パ
ネ

ル
を
用
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
の
施
工
業
者
の
指

導
の
も
と
、
分
流
工
ゲ
ー
ト
の
開

閉
、
緊
急
時
の
停
止
、
解
除
等
の

一
連
の
手
動
に
よ
る
手
動
操
作
、

故
障
ラ
ン
プ
表
示
時
の
対
応
、
ま

た
、
排
水
ポ
ン
プ
の
運
転
入
切
ス

イ
ッ
チ
の
操
作
手
順
に
つ
い
て
、

関
係
者
に
向
け
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

今
後
は
、
各
市
が
施
設
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
洪
水
時
等
の
緊

急
時
に
お
け
る
施
設
運
用
に
よ
っ

て
、
地
域
の
湛
水
被
害
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

ゲート操作盤操作方法の説明
（高川排水路操作説明会にて）

本
誌
第
２
号
か
ら
、
本
事
業

の
円
滑
な
推
進
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
関
係
機
関
の
仕
事

内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
和
歌
山
県
農
業
農

村
整
備
課
よ
り
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

小
田
井
水
路

(

海
神
川
放
流
工)

８
月
よ
り
、
小
田
井
水
路
に

設
置
さ
れ
て
い
る
海
神
川
放
流

工
（
紀
の
川
市
）
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

既
存
施
設
で
は
計
画
放
流
量

を
流
せ
な
い
た
め
、
改
修
に
よ

り
、
小
田
井
水
路
か
ら
の
排
水

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す
。

工
事
は
令
和
２
年
３
月
ま
で

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

改
修
後
の
放
流
工
は
、
海
神

川
水
路
橋
の
上
流
側
に
設
置
さ

れ
、
新
た
に
施
設
管
理
用
の
道

路
も
併
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
放
流
ゲ
ー
ト
は
維
持

管
理
が
容
易
な
ス
テ
ン
レ
ス
製

と
な
り
、
ゲ
ー
ト
の
巻
上
は
、

手
動
操
作
か
ら
電
動
化
さ
れ
ま

す
。施

設
の
完
成
に
よ
り
、
地
域

の
溢
水
被
害
軽
減
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
一
部
）

今
回
の
見
学
会
は
楽
し
か
っ
た

・
・
・
90
％
（
46
人
／
51
人
）

農
地
防
災
事
業
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た

・
・
・
96
％
（
48
人
／
50
人
）

工
事
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た

・
・
・
96
％
（
49
人
／
51
人
）

工事見学会を行いました！

74名の方々が参加されました。
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